
能
は
、
今
か
ら
約
六
百
年
前
に

は
じ
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
、
現

存
す
る
「
世
界
で
最
も
古
い
舞
台

芸
能
」
で
、
踊
り
・
劇
・
音
楽
・

詩
な
ど
の
様
々
な
要
素
が
交
じ
り

合
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
生
ま
れ

た
能
は
、
世
界
で
も
高
い
評
価
を

受
け
て
お
り
、
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
り

「
人
類
の
口
承
お
よ
び
無
形
遺
産

の
傑
作
」
の
指
定
を
受
け
て
い
ま

す
。「

能
は
動
き
が
少
な
い
の
で
退

屈
、
セ
リ
フ
も
昔
の
言
葉
で
何
を

言
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い

し
、
つ
ま
ら
な
い
」
と
言
う
の
を

聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

残
念
な
が
ら
そ
の
人
は
「
能
の
正

し
い
観
か
た
（
＝
本
当
の
魅
力
）」

を
知
ら
な
い
の
で
す
。
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ユー　ノー　ノウ？能
っ
て
な
に
？

演
者
の
動
き
が
少
な
い
の
は
、

徹
底
的
に
無
駄
を
省
き
最
小
限
の

動
き
に
省
略
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

す
。
実
は
演
者
の
動
き
一
つ
の
中

に
は
い
ろ
ん
な
意
味
が
凝
縮
さ
れ

て
い
る
し
、
無
表
情
に
見
え
る
能

面
に
も
角
度
を
変
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
い
く
つ
も
の
表
情
が
隠
れ
て

い
る
の
で
す
。

能
は
、
演
劇
と
は
本
質
的
に
違

う
芸
能
で
す
。
映
画
や
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
、
舞
台
劇
な
ど
の
一
般
的
な

演
劇
は
、
人
間
の
感
性
を
開
放
し

ス
ト
レ
ス
を
発
散
さ
せ
る
と
い
う

作
用
を
持
っ
て
い
ま
す
。
劇
中
人

物
に
自
ら
を
同
化
し
、共
に
涙
し
、

共
に
笑
っ
て
自
分
自
身
の
日
常
を

洗
い
流
し
て
し
ま
う
と
い
う
効
果

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
能
の
場
合
は

そ
れ
と
は
逆
で
、
観
る
人
を
極
度

に
緊
張
さ
せ
集
中
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
演
者
の
内
面
を
垣
間
見
せ

る
と
こ
ろ
ま
で
観
客
の
精
神
を
覚

醒
さ
せ
る
と
い
う
作
用
が
あ
り
ま

す
。
能
の
魅
力
に
接
し
た
多
く
の

人
が
味
わ
う
感
動
は
、
こ
の
よ
う

な
緊
張
状
態
に
引
き
こ
ま
れ
、
そ

こ
で
演
者
の
存
在
感
を
味
わ
う
と

き
に
生
ま
れ
ま
す
。

能
は
日
本
人
が
作
り
出
し
、
長

い
間
日
本
人
が
観
続
け
て
き
た
す

ば
ら
し
い
舞
台
芸
術
で
す
。
こ
の

夏
、
狩
野
川
河
川
敷
で
薪
能
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
ま
ず
は
能
に
対
す

る
先
入
観
を
捨
て
て
素
直
な
気
持

ち
で
接
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

伊豆の国の人は能くらい知らなくちゃ。

能
は
つ
ま
ら
な
い
？

クモリ（曇り）

能面・増女
ぞうおんな

は、上向きで喜び＝
テリ、下向きで悲しみ＝クモリ
の表情になる

テリ（照り）

能
と
演
劇
の
違
い

能
を
体
感
し
て
み
よ
う

能は、観客を緊張・集中さ
せて、演者の内面を垣間見
せるところまで観客の精神
を覚醒させるという芸術

古典芸能基礎講座

映画やドラマなどは、劇中
人物と自分を同化させ、日
常を洗い流す芸術

狩
野
川
薪
能
の
子
ど
も
能
稽
古

が
二
月
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
旧
伊
豆
長
岡
町
に
伝
わ
る

民
話
「
江
間
の
小
四
郎
」
を
題
材

に
し
た
舞
台
で
、
現
在
、
市
内
小

中
学
校
か
ら
名
乗
り
を
あ
げ
た
計

十
一
人
の
子
ど
も
た
ち
が
、
プ
ロ

の
能
楽
師
の
も
と
で
稽
古
に
励
ん

で
い
ま
す
。

さ
ら
に
今
回
は
初
め
て
、
大
仁

小
六
年
の
西
島
に
し
じ
ま

侑
乃
ゆ
き
の

さ
ん
が
プ
ロ

の
演
者
と
一
緒
に
能
舞
台
「
鞍
馬

創
作
能
「
江
間
の
小
四
郎
」、
能
「
鞍
馬
天
狗
」
に

市
内
小
中
学
生
が
挑
戦

大きな声で牛若を演じます、
と西島さん

天
狗
」に
牛
若
役
で
出
演
し
ま
す
。

全
国
で
も
異
例
の
新
し
い
試
み

に
、
今
か
ら
期
待
が
ふ
く
ら
み
ま

す
。

日
　
時

七
月
三
十
日
（
土
）

午
後
六
時
か
ら
八
時
三

十
分

会
　
場

狩
野
川
城
山
河
川
敷
特

設
会
場

※
荒
天
の
場
合
は
、
ア
ク
シ
ス
か

つ
ら
ぎ

第
一
部

子
ど
も
創
作
能
「
江
間

の
小
四
郎

こ
し
ろ
う

」

第
二
部

連
調
「
西
王
母

せ
い
お
う
ぼ

」

狂
言
「
墨す
み

塗ぬ

り
」

能
「
鞍
馬
天
狗

く
ら
ま
て
ん
ぐ

」

チ
ケ
ッ
ト

指
定
席
　
三
千
円

問
合
せ

狩
野
川
薪
能
実
行
委
員

会
事
務
局

電
話
０
５
５
８（
７
６
）１
６
３
０

※
七
月
二
十
九
日
（
金
）
午
後
七

時
か
ら
事
前
説
明
会
あ
り
。

狩
野
川
薪

た

き

ぎ

能の

う

チ
ケ
ッ
ト
発
売
中
！

六
月
は
現
況
届
の
提
出
月
で
す

Ａ これからの未来をささえる子どもたちが心も体も健やかに育つためには、家
庭における生活の安定が必要です。子育てにかかる費用の一部を支給すること
により、安定した質の高い生活を送れるようにするのが児童手当制度です。

Ａ 子どもと暮らし、子どもを養い、守り育てる、そのような人なら児童手当
がもらえます。ただし、条件があります。
①日本国内に住所があること。国籍は関係ありません。②児童手当がもら
えるのは子どもが生まれた日の翌月から小学校３年生を修了するまでです。
③年金の種類、扶養家族等の人数によって所得額の制限があります。
（くわしくは市民サービス課にお問合せください）

Ａ最寄りの支所の市民サービス課窓口（公務員の場合は勤務先）へお越しくだ
さい。「認定請求書」の提出が必要になります。申請の際に必要なものは次
のとおりです。
①請求者（生計中心者）の健康保険証、②印鑑、③請求者名義の金融機関の
通帳、④その他必要に応じて提出する書類があります。

Ａ そんなことはありません。所得制限でもらえなかった人でも、その年によ
っては、家族の状況や所得の状況が違うはずです。今年所得制限でもらえ
なくて翌年新たに申請する人は、５月１日から５月末日までに、「認定請求
書」を提出してください。（毎年５月に支給要件の確認をするため）

Ａ 毎年２月、６月、１０月にそれぞれの前月分（例えば６月には、２月～５月
の４カ月分）がまとめてもらえます。

現在、児童手当を受給している人でも、意外と知らない児童手当制度。
児童手当制度についての、いろんな疑問にお答えします！

Ｑ児童手当をもらえるのは
どんな人？

Ｑ児童手当の手続きはどこ
へ行けばいいの？

Ｑ今年は所得制限でもらえ
なかったけど、来年も児
童手当はもらえないの？

Ｑ児童手当はいつもらえる
の？

●
提
出
期
限
　
六
月
三
十
日（
木
）

●
提
出
先
　
　
各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
月
〜
金
曜
日
の
八
時
三
十
分
〜
十
七
時
十
五
分
ま
で

※
木
曜
日
は
十
九
時
ま
で
）

●
現
況
届
提
出
に
必
要
な
も
の

・
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し
等

た
だ
し
、
受
給
者
が
社
会
保
険
加
入
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
）
で

あ
る
場
合
　

・
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書

た
だ
し
、
今
年
の
一
月
一
日
に
旧
伊
豆
長
岡
町
、
旧
韮
山
町
、

旧
大
仁
町
に
住
所
が
な
か
っ
た
場
合

・
印
鑑

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
児
童
手
当
が
支

払
わ
れ
ま
す
！

六
月
十
四
日（
火
）に
児
童
手
当
の
支

払
い
を
し
ま
す
。
指
定
口
座
に
二
月
〜

五
月
の
四
カ
月
分
を
振
り
込
み
ま
す
。

六
月
十
五
日（
水
）以
降
に
口
座
を
お
確

か
め
く
だ
さ
い
。

問合せ・伊豆長岡支所　市民サービス課　電話０５５‐９４８‐２９０５

現
在
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る

全
て
の
方
は
、
毎
年
六
月
中
に

「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
届

は
、
毎
年
六
月
一
日
に
お
け
る
状

況
を
記
載
し
、
児
童
手
当
を
引
き

続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
対
象
者
に
「
児
童
手
当
現
況

届
」の
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

必
要
書
類
と
一
緒
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

Ｑ児童手当ってどんな制度？


